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指導日時 ・ 教室 平成２０年 ６月 １６日（月） ３限目 教室 １２Ｈ

対象生徒 ・ 集団 普 通 科 １ 年（次）生 ２８１ 人（内訳 ２Ｈ ４１人）
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使 用 教 科 書 高等学校 数学Ⅰ改訂版 （出版社名 啓林館）

１ 単元名 第２章 二次関数 第２節 二次関数の最大・最小

２ 単元の目標

・二次関数の値の変化に関心を持ち、具体的な事象の考察に二次関数の最大・最小を活用しようと

する。 【関心・意欲・態度】

・二次関数の値の変化について、グラフを用いて考察することができる。【数学的な見方や考え方】

・二次関数のグラフや式を用いて､二次関数の最大値･最小値を求めることができる。【表現・処理】

・二次関数の最大値・最小値とその求め方について理解し、基礎的な知識を身につけている。

【知識・理解】

３ 指導に当たって

（１） 生徒の状況

男子２０名・女子２１名、計４１名のクラスである。二次関数を平方完成したり、グラフを書

くことは全員がだいたいできる。数学が好きで意欲的に取り組む生徒がいる一方で理解に時間が

かかる生徒もいるが、わからないところは何とか理解しようとみな努力している。しかし、高校

に入学して間もないこともあり、少し難しい問題になるととまどう生徒が多く、辛抱強く考えて

いく力を付けさせていくことが今後の課題である。

（２） 指導方針・方法

二次関数の問題はまずグラフを書いて、軸と定義域の位置関係を考えてくことが大切である。

しかし二次関数の係数に文字が入ると、状況に応じて最大値・最小値をとるｘの値が変化してい

くので場合分けが必要となる。本時では軸と定義域との位置関係からどう場合分けするか考えさ

せた後、コンピューターで実際のグラフの動きを見せて自分の描いたイメージと比較させる。本

時で取り上げる問題を二次関数の最大・最小の総仕上げとして取り組ませ、軸と定義域の位置関

係からグラフの状況を考え、場合分けのポイントを考察させたい。

（３） 教材選定の理由

文字を含んだ一般化された問題に対しては、どう場合分けしていくのか図を用いて考えていく

という姿勢がとても重要である。高校１年生にとっては、二次関数の最大・最小で場合分けが必

要となる問題に初めてふれることになる。状況の違うグラフをいろいろ書いて場合分けのポイン

トを探っていくことは、論理的に深く考えていく力を養うのに非常に有効であると思われるので

じっくり取り組ませたい。

４ 単元（題材）の指導計画 （総時数 ８ 時間）

第一次 二次関数の最大・最小 （２時間）

第二次 最大値・最小値の応用 （３時間）

第三次 問題演習 （３時間）



１時 条件付き関数の最大・最小、複二次式で表された関数の最大・最小

２時 係数に文字を含む二次関数の最大値・最小値① ・・・本時

３時 係数に文字を含む二次関数の最大値・最小値②

５ 本時の指導と評価の計画（第 三 次 第 ２ 時）

（１）本時のねらい

軸の位置が変化する二次関数の最大値・最小値を求める際の、場合分けのポイントを考察す

ることができる。 【数学的な見方や考え方】

（２）準備・資料等 ワークシート、コンピューター、プロジェクター

（３）本時の展開

時間 学習内容 学 習 活 動 教師の指導・支援

（学習形態）

評価の観点

（評価基準）

２ 導入

問題の提示

１２ 展開①

軸の位置が

変化する場

合の二次関

数の最小値

・平方完成して頂点と軸を求

める。

・軸の位置を移動させ、最小

値をとるｘの値が違うグラ

フをいろいろ書いてみる。

・グラフが下に凸であるこ

とを確認させる。

・軸の位置を変えたとき、

最小値をとるｘの値が

どのように変わるか考え

させる。

・軸と定義域の位置関係に

注目して考えるように指

示する。

・グラフは原点を通ること

を確認する。

（予想される生徒の考え）

軸の位置が定義域の中

にあるときのグラフだ

けを書く

１１ 展開②

GRAPES でグ

ラフの動き

を確認し最

小値を求め

る。

・プロジェクターに映し出さ

れたグラフの動きを見て、軸

の位置によって最小値をと

るｘの値が変わることを確

認する。

・軸の位置を定義域の左外、

中、右外の３つに場合分けす

ればよいことに気づき、それ

ぞれの最小値を求める。

・GRAPES を用いて、軸と定

義域の位置関係について

注目させながら、軸の位置

を定義域の左外から右外

へグラフを移動させてい

く。

・ａの値の範囲に注意して

場合分けさせる。

グラフの動き

を見て最小値

について、場合

分けのポイン

トを考察でき

る。

【数学的な見

方や考え方】

（観察・発表）

問 二次関数 ｙ＝ｘ２－２ａｘ（０≦ｘ≦２）において次の問に答えよ。

(1) 最小値を求めよ。

(2) 最大値を求めよ。



１２ 展開③

軸の位置が

変化する場

合の二次関

数の最大値

・最大値をとるｘの値が軸の

位置によって変化すること

に気づき、それぞれの場合に

分けてグラフを書く。

・悩んでいる生徒には、定

義域の中央と軸との関係

に注目するよう指示する。

（予想される生徒の考え）

軸の位置を定義域の

中と外で場合分けする。

１０ 展開④

GRAPES で確

認し最大値

を求める。

・プロジェクターに映し出さ

れたグラフの動きを見て、軸

の位置が定義域の中央より

左か右かで最大値をとるｘ

の値が違うことを確認する。

・最大値を考えるときは軸が

定義域の中にあるかどうか

は関係ないことを確認する。

・最大値を求める。

・まずは自分で場合分けを

考えさる。

・机間指導をしながら生徒

の活動の状況を確認する。

・軸を定義域の左外と定義

域内の左内側にとって、最

大値をとるｘの値が変わ

らないことについて確認

させる。

・ａの値の範囲に注意して

場合分けするように伝え

る。

グラフの動き

を見て、最大値

について、場合

分けのポイン

トを考察でき

る。

【数学的な見

方や考え方】

（観察・発表）

３ まとめ

・本時のポイントを確認

する。

・次の２点を強調する。

軸の位置が変化するこ

とによって最大値・最小値

をとるｘの値が変わるの

で場合分けが必要。

軸と定義域との位置関

係が場合を分けするポイ

ントである。

・次時の予告

場合分けのポイント

下に凸のグラフでは

最小値： 軸が定義域の左外、中、右外

最大値： 軸が定義域の中央より左、一致、右


